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記載例

特定施設（有害物質貯蔵指定施設）使用廃止届出書
令和○年 ４月 １日

静岡県知事 川勝 平太 様

〒○○○－○○○○

フリガナ ｼｽﾞｵｶｹﾝ ○○ｼ○○マチ

住 所 静岡県○○市○○町○✕－✕－✕

届出者

フリガナ マルマルｼｻﾝｷﾞｮｳｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ

氏 名 ○○産業株式会社

氏名又は名称及び住所並びに法 ﾀﾞｲﾋｮｳﾄﾘｼﾏﾘﾔｸｼｬﾁｮｳ セイブ サブロウ

人にあつてはその代表者の氏名 代表取締役社長 西部 三郎

特定施設（有害物質貯蔵指定施設）の 一部 の使用を廃止したので、

全部

水 質 汚 濁 防 止 法 第 1 0 条

静岡県生活環境の保全等に関する条例第41条において準用する第1条

備考 １ ※印の欄に記入しないこと。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格A４とすること。

フ リ ガ ナ ○○ｻﾝｷﾞｮｳ(ｶﾌﾞ)ｼｽﾞｵｶｺｳｼﾞｮｳ
※整理番号

工場又は事業場

の 名 称
○○産業㈱静岡工場

※受理年月日
年 月

日
フ リ ガ ナ ○○ｼ○○チョウ×××バンチ

工場又は事業場

の 所 在 地
○○市○○町✕✕✕番地

※施設番号

特定施設の種類

１０(イ)､(ロ)

飲料製造業の用に供する原料処理施設

洗浄施設

※備 考

特 定 施 設 の

設 置 場 所 別 添 図 面 の と お り

使用廃止の年月日 令和 ○年 ３月 １５日

使用廃止の理由 生産量減少のため

の規定により、次のとおり届け出ます。

廃止した日より

３０日以内に提出

する。（３部）

不要な部分は

抹消線で消す。
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記載上の注意事項（特定施設使用廃止届出書）

① 届出が必要な場合

・特定施設が廃止（全部又は一部）になった場合

・特定施設番号７２の「し尿処理施設」を設置している特定事業場が、公共下水道に接続した場合（この

場合、当該「し尿処理施設」を使用しないことは明らかである。）

※ ７２の「し尿処理施設」以外を設置している特定事業場が、公共下水道に接続した場合には、特定

施設は使用廃止してはいないので、原則として、６１日前までに、特定施設変更届出書（水質汚防

止法第７条関係）の提出が必要となる。

※ 特定施設の一部廃止の場合、原則として、６１日前までに、特定施設変更届出書（水質汚防止法第

７条関係）の提出が必要となる。

一部廃止でも土壌汚染対策法に該当する場合がある。


